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【観光地域の分布とその変容に関する研究】
観光地域は，自然的条件，歴史文化的条件，社会経済的条件

などさまざまな地域的条件のもとに，形成されます。とくに，
人口集積地域である大都市圏の外縁部では，温泉観光地やス
キー場，海水浴場，山岳・高原観光地など多種類の観光地域が
立地しています。そこで，首都圏における観光地域の分布パ
ターンとその変容について，フィールドワークや資料などに用
いて研究しています。

【新しい観光振興の動向に関する研究】
バブル崩壊以降の1990年代以降，日本人の観光形態が変化し

つつあります。それまで特定地域に観光客が集中するマス・
ツーリズムから，体験・交流や自己実現に重きが置かれたオル
タナティブ・ツーリズムへと移行しています。例えば、グリー
ンツーリズムやスポーツツーリズム，産業観光などが台頭して
います。そこで，こうしたオルタナティブ・ツーリズムの動向
についても研究しています。
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フィールドワークに基づく詳細な調査を行っています。1990年代以降，地域資源を活かした観光振興が注目
を集めており，それを実現するためにはこうした詳細な調査が有用であると考えられます。

現在，小山市やJTB関東との連携で観光資源や観光振興に対する住民意識の調査研究を行っています。今後も
自治体と連携しながら，地域調査を継続したいと考えています。

企業・自治体と連携し，観光振興のあり方やそれに対する住民意識について調査研究を行っています。また，
高校等での出前講座や市民を対象とした公開講座で観光振興の動向に関する講義，ワークショップなどを実施
しています。
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